
H

第
02

通
常
総
代
会
を
開
催

令
和
元
年
６
月
１８
日

（火
）
午
前
１０
時
か
ら
熊
本
市
南
区
城
南
町
の

「火
の
君
文
化
セ
ン

タ
ー
」
で
、
第
２。
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
熊
本
県
知
事
、
熊
本
県
議
会
議
長

を
迎
え
、
総
代
１
フ
３
名

（本
人
出
席
１
０
３
名

・
書
面
議
決
７。
名
）
の
出
席
で
、
提
出
さ
れ
た

‐２
議
案
は
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
に
先
立
ち
、
特
別
功
労

者
表
彰

（左
名
簿
参
照
）
で
は
、

菊
池
市
の
佐
々
木

一
昭
さ
ん
が
代

表
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

池
田
裕
之
組
合
長
は

「表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
７４
名
の
方
々
に

は
、
平
素
の
ご
功
績
に
対
し
感
謝

と
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
農
業
共
済
事
業
の
引
受

は
、
総
共
済
金
額
で
６
８
７
７
億

８
８
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
３‐
年
１
月
か

●
農
業
共
済

特
別
功
労
者
表
彰
者
名
簿

12

驚

一

総
代
。
理
事
・事
業
推
進
委
員
・

共
済
部
長
・
損
害
評
価
会
小
部
会

委
員
・
損
害
評
価
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
こ
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
７４
名
の
方
々
を
表
彰
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

鹿
本
支
所
管
肉

猪
崎
　
弘
幸

　

（山

小
塩
　
豊
徳

　

（山

渡
邊
　
静
男

　

（鹿

古
澤
　
陽

一
　

（鹿

中
川
　
秀
雄

　

（鹿

菊
池
支
所
管
肉

林
　
　
高
宏

小
池
　
祐
生

石
原
　
　
仁

小
西
　
光
昭

大
久
保
　
学

佐
々
本

一
昭

坂
口
昭

一
郎

上
益
城
支
所
管
肉

熊
本
市
支
所
管
内

宮
崎
　
豊
生

　

（熊

本

中
山
　
雅
博

　

（北

部

山
内
　
浩
二
　

（河

内

田
中
慎
太
郎

　

（飽

田

林
田
　
健
二
　

（天

明

辻
　
　
清
也

　

（富

合

池
部
　
伸
浩

　

（城

南

上
田
　
　
実

　

（植

木

（菊

池

地

区
）

（七

城

地

区
）

（大

津

地

区
）

（大

津

地

区
）

（菊

陽

地

区
）

（涸

水

地

区
）

（西

合

志

地

区
）

宇
城
支
所
管
肉

玉
名
支
所
管
内

幸
男

幸
生

信
也

◆
任
意
共
済
事
業

優
秀
組
合
等
表
彰

全
国
農
業
共
済
協
会
表
彰

・
宇
城
支
所

・
八
代

。
芦
北
支
所

。
球
磨
支
所

◆

「安
心

の
未
来
」

拡
充
運
動

組
合
長
表
彰

○
必
須
共
済
事
業
の
部

菊
池
支
所

○
任
意
共
済
事
業
の
部

宇
城
支
所

○
収
入
保
険
の
部

八
代

・
芦
北
支
所

福 山 松 坂 作
山 野 本 本 本

正
修 亮

和 玉 横 玉 玉

水 東 島 名 名

木
泰
嗣

寺 竹 松 池 池
本 内 田 田 田

利 隆 良 清 弘
明 幸 一 之 美

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

（宇

土

３
一
角

（松

橋

（松

橋

（小

川

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

e

川
野

田
嶋

多
良

小
川

桑
原

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

山
下

宮
本

藤
本

幹
生

順

一

清
成

阿
蘇
支
所
管
内

村
山
　
健
徳

　
（一
の
宮
地
区
）

山
本
十
九
男
　
（阿

蘇

地

区
）

八
代

。芦
池
支
所
内

木
山
　
正
彦

　

（坂

本

地

区
）

福
島
　
誠
時

　

（坂

本

地

区
）

押
方
　
克
郎

　

（東

陽

地

区
）

山
本
　
雄
二
　

（東

陽

地

区
）

藤
崎
　
博
史

　

（芦

北

地

区
）

山
下
　
勝
也

　

（津
奈
木
地
区
）

球
磨
支
所
管
肉

沼

田

（人

吉

地

区
）

（
錦
　
地
　
区

）

（あ
さ
ぎ
り
地
区
）

（あ
さ
ぎ
り
地
区
）

（多

良

木

地

区
）

（湯

単削

地

区
）

（水

上

地

区
）

（あ
さ
ぎ
り
地
聾
）

（南

関

地

区
Ｔ

（長

洲

地

区
エ

（荒

尾

地

区
Ｔ

（波

野

地

区
）

（産

山

地

区
）

（南

小

国

地

区
）

（南

阿

蘇

地

区
）

（南

阿

蘇

地

区
）

全
局

森

地

区
）

（御

船

地

区
）

（嘉

島

地

区
）

（甲

佐

地

区
）

（矢

部

地

区
）

区
）

区
）

橋
口
　
勝
則

出
口
　
真
史

笙
場
　
　
勲

大
無
田
龍

一
朗

（相

良

地

区
）

（五

木

地

区
）

（山

江

地

区
）

（球

磨

地

区
）

本 本 北 鹿 鹿

瀬 山 松 井 志 橋
井 内 山 野 賀 本

幸 吉 建 勝 博 幸
夫 仁 生 昭 成 生

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

地

区
）

驀
川

中
山

白
石

平
岡

原
田

甲
斐

憲
治猛彗

本

隼
人

敬
和

孝
男

代表で表彰を受けた

佐々木さん(菊池支所管内)

深
水
敬

東

落言爺稔稜
龍

一

毅
紀

質疑に応答する池田組合長

蘇 清

陽 和

地 地

原 荒 山 今 渡 山 永 金 灰
田 木 崎 福 辺 本 野 子 本

新
弘 昭 興 博 次   幸

実 光 次 昇 喜 郎 直 進 治

苓 苓 五

】ヒ 】ヒ 不日

地 地 地

区 区 区

ら
責
任
開
始
と
な
り
ま
し
た
収
入

保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
８
６

９
経
営
体
、
補
償
金
額
１
１
３
億

４
０
１
７
万
円
の
引
受
と
な
り
ま

し
た
。
組
合
員
や
基
礎
組
織
の
役

員
の
方
々
に
は
、
ご
協
力
を
賜
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
来
賓
の
み
な

さ
ま
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
甲
佐
町
の
美
濃
田
恵

一
総
代
を
選
出
し
、
平
成
３０
年
度

の
決
算
報
告
を
は
じ
め
、
提
出
さ

れ
た
１２
議
案
の
全
て
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

平
成
３。
年
度
　
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
賞
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並
び
に

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

総
共
済
金
額
６
８
７
７

８
億
円

総
支
払
共
済
金
２
５

２
億
円

業
務
経
費
額
２
２

７
億
円

第
２
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務

収
支
予
算
の
設
定
に
つ
い
て

目
標
総
共
済
金
額
７
２
２
４
億
円

業
務
経
費
予
算
額
２
２
．
３
億
円

第
３
号
議
案

事
務
費
賦
課
金
の
徴
収
額
及
び
徴

収
方
法
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

役
員
、
支
所
事
業
推
進
委
員
会
委

員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評

価
会
小
部
会
委
員
及
び
共
済
部
長

等
の
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

損
金
計
上
に
つ
い
て

水
稲
未
収
共
済
掛
金
等

８
６
３
，
４
７
０
円

第
６
号
議
案

令
和
元
年
度
借
入
金
の
限
度
に
つ

い
て刑

億
円

第
７
号
議
案

家
畜
診
療
所
勘
定
繰
入
金
に
つ
い
て

２
．
２
億
円

第
８
号
議
案

実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

農
業
共
済
の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
つ

い
て

第
１０
号
議
案

建
物
総
合
共
済
の
特
定
組
合
等
保
有

責
任
部
分
の
一
部
を
全
国
連
合
会
の

再
保
険

（保
険
）
に
付
す
こ
と
及
び

こ
れ
に
伴
う
基
本
契
約
書
の
変
更
に

つ
い
て

第
ｌｌ
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１２
号
議
案

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

附
帯
決
議

天
草
支
所
管
ガヽ1

（牛

深

地

区
）

（大

矢

野

地

区
）

（有

明

地

区
）

（倉

岳

地

区
）

（大

矢

野

地

区
）

（本

渡

地

区
）

議長の美濃田総代

缶

打
一

―

ま

す
■
稔

ｗ

提
出
さ
れ
た
議
案
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NOSAI藤本 一般職員の採用試験について
本組合では、令和2年4月採用の職員を募集しています。

弓 職種、採用ラ定人数

熊本県農業共済組合本所および支所 (県下―円)に勤務し、農業共済事業 (引受・損害評価取りまとめ

事務、現地調査など)および収入保険事業に従事します。

採用予定人数 10名程度

2 受験資本審

平成4年 4月 2日から平成 12年 4月 1日 までに生まれ、高等学校以上の学歴を有している方、または、

令和2年3月 に短大以上を卒業見込みの方。高等学校を卒業後 1年以上経過している方が受験できます。

8 試験の日程等

(1)一次試験

・試験日 :令和元年 10月 2日 (水)10時
・試験の内容 :教養試験 (国語、数学、常識)

(2)二次試験

・試験日 :令和元年 11月 5日 (火 )

・試験の内容 :面接、作文

適性検査

総 霊験蓼続籍

(1)申込先 :熊本県農業共済組合 本所総務部総務課

〒861‐4214熊本県熊本市南区城南田」舞原451番地6

TEL:0964-25-3200 FAX:0964-25-3232
(2)申込方法

・職員採用試験申込書 (必要事項を記入の上、所定の箇所に62円切手と写真を貼つてください)を

上記の申込先に郵送または持参してください。なお、この申込書は、熊本県農業共済組合本所及び

各支所に置いてあります。

・郵送での職員採用試験申込詈の請求はできません。

・郵送する場合は、必ず特定記録郵便で送付ください。この郵便によらない方法で郵送した場合の、

事故の責任は負いません。

・封筒の表には「職員採用試験申込書在中」と朱書きしてください。封筒の裏には住所、氏名を必す

記入してください。

(3)受付期間

令和元年8月 1日 (木)～ 令和元年 9月 6日 (金 )

。郵送 :令和元年9月 6日 (金)ま での消印があるものに限ります。

・持参 :受付時間 午前8時30分 ～ 午後5時 15分

ただし、土曜日、日曜日および祝日は受付できません。

5 待遇等

① 給与(初任給 平成31年 4月 1日現在)

ア高卒 153,000円  イ短大卒 167,200円  ウ大卒 187,200円
② 諸手当等

通勤手当、住居手当、扶養手当及び期末手当等(当組合規則による)

① 保険

社会保険(健康、厚生年金)、 労働保険(労災、雇用)

平成30年度 事業報告

引受実績
総額6,877億8B800万円

農作惨共済
弓1受    3,890,960.5a
共済金額 22】776,970千円

ど
家畜共済 異綴裳溝

弓ほ翌    55]088.フ a

葬じ斉金g買   650,288千円

畑岡筆物共溝
弓1受    215,9フ 0.3a

夕け斉金喜買 1,041,386千円
弓l日又    172,790頭
共済金魯買 25,953,869千 円

園芸施設共済

③
建物其済 農機具共済

弓1日ヱ    6]644台
共済金督買 13,256,480千円

弓I受    23,050棟
共済金額 36]281,540千 円

弓1受    61,940棟
共済金額 588,091,590千 円

農家負担掛金 共済事業 共済金
(平成30年度中に納めていただいた掛金) (平成30年度中にお支払いした共済金)

251D808,319 108,324,438

24「 960口358 48,068コ549

43,924,856 63〕233,083

282,425,913 65,580,263

5 150,917,513

95口 486コ782 33B883,212

(単位 円)

令和元年度 事業計画

引受計画
総額アロ224億6フア万円

農作物共済
弓ほ霊    3,018,889a

共済金額 17,284,727千円

ど
家畜共済 異綴共済

弓ほ霊    57,526a
共済金額 6761704千円

畑作物共済
弓l日ヱ    303,373頭
共済金額 52,202,300千 円

弓ほ霊    201】 978a
共,斉金額 966,685千円

園芸施設共済 建物共済
引日星    63,235棟
共済金額 600,697】 890千円

農機具共済
弓1日ヱ    23,528棟
夕じ斉金暮買 36,812,973千 円

弓|!受    フ,003台

共済金額 13=765,500千 円

農作物共済

OH韓静
=任
甲家畜共済B砕 W幹ニサ漁環。中角

暴翻其濁

畑律物共溝

園芸施設共済

建磁共済

議機具共済

親
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「野
菜
の
台
風
対
策
に
つ
い
て
」

近
年
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
よ
う

な
台
風
の
接
近
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
去

に
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
事
例
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手

し
、
早
目
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
事
前
対
策

育
苗
中
の
苗
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
も

の
は
納
屋
等

の
屋
内
に
持
ち
込
み
ま
す

が
、
移
動
で
き
な
い
場
合
に
は
ト
ン
ネ
ル

状
に
寒
冷
紗
等

で
被
覆
し
て
固
定
し
ま

す
。露

地
野
菜
で
は
、
株
元
に
土
寄
せ
を
十

分
に
行
い
ま
す
。
は
種
ま
た
は
発
芽
直
後

の
ほ
場
で
は
、
寒
冷
紗
等
を
被
せ
ま
す
。

立
体
栽
培
で
は
支
柱

へ
の
固
定
を
強
化
し

ま
す
。
か
な
り
の
強
風
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
支
柱
ご
と
倒
す
か
誘
引
を
は
ず

し
て
地
面
に
這
わ
せ
、
防
風
ネ

ッ
ト
等
で

被
覆
し
ま
す
。

施
設
野
菜
で
は
、
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド

・
パ

イ
プ
等
の
点
検
整
備
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
交
換
、
補
強
、
締
め
直
し
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
防
風
ネ

ッ
ト
等
を
被
覆
し
て

天
丼
フ
ィ
ル
ム
の
固
定
を
強
化
し
ま
す
。

換
気
扇
が
あ
る
ハ
ウ
ス
で
は
、
換
気
扇
を

動
か
し
て
フ
ィ
ル
ム
の
ふ
く
ら
み
や
ば
た

つ
き
を
防
ぎ
ま
す
。
た
だ
し
、
パ
イ
プ
が

曲
が
ら
な
い
よ
う
に
吸
気
口
を
設
け
、
停

電
に
備
え
て
発
電
機
を
準
備
し
ま
す
。
直

撃
等
で
か
な
り
の
強
風
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
パ
イ
プ
を
守
る
た
め
に
事
前
に

|よ

ハきましょう。 |

古
家畜診療所 菊池支所
やまなか   ぁきとも

山中 章智 獣医師

「乳牛の暑熱対策」〈
フ

熊
本
県
農
業
技
術
課
　
農
業
革
新
支
援
セ
ン
ダ
ー
　
村
上
　
尚
穂

オ

五

番

茸

ィ

〓

；士
）
一

ふ
＝

防風ネットで被覆した苗

乳
牛
は
暑
熱
に
弱
く
、
暑
熱
ス
ト
レ
ス

に
よ
り
、
乳
量
、
乳
成
分

の
低
下

の
他
、

受
胎
率
が
下
が
る
な
ど
繁
殖
成
績
の
低
下

や
、
熱
射
病
や
乳
房
炎
な
ど
の
病
気
も
増

加
し
ま
す
。
暑
熱
ス
ト
レ
ス
は
、
酪
農
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
暑
熱
対

策
は
重
要
で
す
。

乳
牛
の
健
康
や
生
産
に
適
し
た
温
度
は

５
～
２０
℃
で
、

２７
℃
を
超
え
る
と
、
発
汗
、

呼
吸
数
の
増
加
な
ど
で
体
温
を
維
持
で
き

な
く
な
り
、
体
温
が
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、

湿
度
も
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
大
き
な
要
因
と

な
り
ま
す
。

①
暑
熱
対
策
で
最
も
重
要
な
の
は
水
で

す
。
暑
熱
時
、
高
泌
乳
牛
で
は
１
日
最
低

１
２
０
泌
の
水
が
必
要
で
す
。
ま
ず
給
水

器

の
清
掃
と
点
検
を
行

い
ま
す
。
普
通
、

牛
は
吸
う
よ
う
に
水
を
飲
み
ま
す
が
、
給

水
器
が
汚
れ
て
い
る
と
舌
で
水
面
を
訊
め

る
よ
う
に
水
を
飲
み
、
飲
水
量
が
減
り
ま

す
。
牛
の
飲
水
速
度
は
１
分
間
に
１８
泌
で
ヽ

給
水
器
の
吐
水
量
が
制
限
さ
れ
る
と
飲
水

量
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
給
水
器

の
清
掃
時
に
は
吐
水
量
が
１
分
間
に
２０
泌

以
上
あ
る
か
の
点
検
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ

の
場
合
は
、
採
食
後

な
ど
牛
が

一
斉
に
水
を
飲
み
始
め
た
時
に
、

全
て
の
牛
が
十
分
な
量
の
水
を
飲
め
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
複
数
使
用

中
に
吐
水
量
が
低
下
す
る
場
合
は
、
配
管

を
大
く
す
る
、
給
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
応
で
改
善
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

②
暑
熱
時
は
、
消
化

の
良

い
粗
飼
料
を

与
え
ま
す
。
消
化
が
悪
い
と
第

一
胃
内
で

の
熱
生
産
量
を
高
め
採
食
量
が
低
下
し
ま

す
。
飼
料
給
与
は
数
回
に
分
け
、
気
温
が

低
く
な
る
夜
間
に
採
食
量
が
増
え
る
よ
う

に
、
夕
方
か
ら
夜
間
の
給
与
割
合
や
掃
き

寄
せ
の
回
数
を
増
や
し
、
早
朝
も
飼
槽
に

十
分
な
量

の
餌
が
あ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
暑
熱
時
に
は
発
汗
、
よ
だ
れ
な

ど
で
ミ
ネ
ラ
ル
が
失
わ
れ
る
の
で
不
足
分

を
補
う
た
め
に
増
給
し
ま
す
。

③
送
風
機
は
牛
に
直
接
風
が
当
た
る
よ

う
に
設
置
す
る
と
、
汗
な
ど
水
分
の
蒸
発

を
促
し
体
感
温
度
が

下
が
り
ま
す
。
特
に
、

牛
の
首
か
ら
胸
に
か

け
て
風
が
当
た
る
よ

う
に
調
節
し
、
風
速

は
毎
秒
２
房
以
上
が

効

果

的

で

す
。
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

で
の
設
置
場
所

は
、

牛
床
上
部
だ
け
で
な

く
、
飼
槽
の
上
部
に
も
設
置
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
細
霧
は
、
送
風
機
と
組
み
合

わ
せ
て
使
う
こ
と
で
牛
の
体
を
冷
や
す
効

果
が
高
ま
り
ま
す
が
、
牛
舎
内
の
湿
度
が

上
が
ら
な
い
よ
う
に
間
欠
運
転
な
ど
で
調

節
が
必
要
で
す
。

④
夏
場
、
牛
舎

の
屋
根
は
直
射
日
光
で

熱
せ
ら
れ
高
温
と
な
り
、
屋
根
か
ら
の
熱

の
伝
導
や
蓄
積
に
よ
り
牛
舎
内
の
温
度
が

上
昇
し
ま
す
。
そ
れ
を
軽
減
す
る
に
は
、

屋
根

へ
の
散
水
、
屋
根

へ
の
石
灰
の
塗
布

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

乳
牛
の
暑
熱
対
策
は
送
風
機
や
細
霧
だ

け
で
な
く
、
水
や
飼
料
給
与
、
屋
根
な
ど

の
牛
舎
環
境
の
整
備
な
ど
複
合
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
暑
い
夏
を
乗
り

切
る
た
め
に
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＜
給
水
器
の
清
掃
と
点
検
を
行
い
ま
し
よ
う

◆
天
丼
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
す
る
判
断
が
必
要

で
す
。

台
風
接
近
時
に
は
、
相
当
量
の
降
雨
が

あ
る
た
め
、
ほ
場
内
外
の
排
水
溝
を
整
備

し
、
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
排

水
ポ
ン
プ
の
準
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
浮
き
上
が
り
や
転
倒
に

よ

っ
て
重
油
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
タ

ン
ク
の
固
定
や
防
油
堤
等
の
点
検
を
必
ず

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◆
台
風
通
過
後
の
対
策

天
丼
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
し
た
場
合
や
破

損
し
た
場
合
に
は
早
急
に
被
覆
を
行
い
ま

す
。
被
覆
後
は
換
気
に
努
め
、
施
設
内
が

過
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
浸
水 防風ネットの展張の様子

し
た
ほ
場
は
、
速
や
か
に
排
水
を
律
い
、

マ
ル
チ
を
開
け
て
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
識
！

す
。
作
物
に
被
覆
し
た
ネ
ッ
ト
等
は
速
や

か
に
除
去
し
、
畝
に
這
わ
せ
た
作
物
は
誘

引
を
行
い
ま
す
。
根
傷
み
に
よ
り
萎
弼

（作
物
の
し
お
れ
）
が
見
ら
れ
る
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
数
日
間
寒
冷
紗
等
で

遮
光
し
、
回
復
を
図
り
ま
す
。
納
屋
等
に

移
動
さ
せ
て
い
た
苗
は
育
苗
ハ
ウ
ス
に
戻

し
ま
す
。

台
風
通
過
後
は
、
病
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
の
で
適
切
な
農
薬
を
散
布
し
ま

す
。
ま
た
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
や
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
等
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
薬
剤
散

布
に
あ
た

っ
て
は
、
高
温
時
の
散
布
を
避

け
て
薬
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

回
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①家族構成 ②経営内容

毎日一生懸命頑張つている組合員さんにお聞きしました。

仲間の協力で去ス栽培
きやま  よしたか

木山 嘉票さんG2歳 )

恥
琴

曝

酔
撃

碧魂 聰

牛観察し、良餌作る
さいとう  だいき

斉藤 大樹さん01歳 )

①父と妻、子ども3人の6人家族

②八ウスナス50作

ハ
ウ
ス
で
ナ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
就
農
し
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
農
業
を
始
め
よ
う
と
思

っ
た
き

っ

か
け
は
兄
で
し
た
。

兄
が
ナ
ス
の
栽
培
を
始
め
て
、
そ
の

経
営
を
手
伝

っ
て
い
ま
し
た
が
自
分
で

も
経
営
を
や

っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い

で
新
規
就
農
申
請
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
農
地
や
ハ
ウ
ス
の
取
得
を
ど

う
し
よ
う
か
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
元
の
先
輩
や
仲
間
の
協
力
も
あ
り
無

事
借
り
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ナ
ス
の
栽
培
は
忙
し
い

で
す
が
、
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
て
い

ま
す
。

た
ま
の
休
み
に
は
、
で
き
る
だ
け
子

ど
も
と
の
時
間
を
作
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
将
来
は
、
規
模
を
拡
大
し
て
、

自
分
の
ハ
ウ
ス
を
持
ち
、
安
定
し
た
経

営
を
目
指
し
ま
す
。

お J

両
親
と
共
に
酪
農
を
営
ん
で
い
て
、

私
は
、
餌
を
作
る
の
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
餌
は
、
牛
の
体
調
を
は
じ
め
、
乳

量
や
乳
質
に
直
結
す
る
の
で
責
任
を
感

じ
て
い
ま
す
。
牛
の
状
況
を
常
に
観
察

し
て
作

っ
て
い
て
、
残
さ
ず
き
れ
い
に

食
べ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

時
間
が
あ
れ
ば
、
野
菜
を
作

っ
て
い

る
祖
父
母
を
手
伝

っ
て
い
て
、
休
み
が

取
れ
た
と
き
に
は
、
家
族
で
魚
釣
り
に

行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

現
在
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
修
業
中
で

す
。
早
く

一
人
前
に
な

っ
て
、
地
域
の

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

将
来
は
、
畜
舎
を
増
築
す
る
な
ど
し

て
規
模
拡
大
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
従
業
員

２
屋
用
を
生
み
出
す
こ
と
で
も
地
域
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①妻と子ども3人の5人家族

②酪農業 (搾乳牛40頭、育成牛10頭 )

今後の備えに収入保険カロ入食の大切さ伝える
なかむら やすのりいりえ  とおる

入江 徹さん俗フ歳) 中村 泰徳さんG5歳 )

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、

両
親
の
後
を
継
ぎ
就
農
し
て
１５
年
目
に

な
り
ま
す
。

日
々
の
作
業
で
は
、
環
境
に
合

っ
た

品
種
を
選
ん
で
、
品
質
の
良
い
ト
マ
ト

が
作
れ
る
よ
う
に
常
に
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ト

マ
ト
の
収
量
を
増
加
さ

せ
、
品
質
は
維
持
し
つ
つ
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
や
ナ
ス
な
ど
の
新
し
い
作
物
の
栽

培
も
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
は
災
害
の
発
生
も

多
い
し
、
初
期
投
資
な
ど
資
金
面
で
の

不
安
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
た
め
に
な

入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

趣
昧
は
魚
釣
り
で
、
作
業
の
合
間
に

川
や
池
に
行
き
バ
ス
釣
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
時
間
に
余
裕
が
で

き
た
ら
、
家
族
と
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
時

間
を
作
り
た
い
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
整
備

士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

１０

年
を
節
目
に
退
職
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
家
の
農
業
と
は
別
に
、

県
が
行
う

「く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業

有
作
く
ん
１
０
０
」
な
ど
の
新
し
い
農

業
に
挑
戦
し
勉
強
途
中
で
し
た
が
、
経

営
移
譲
の
た
め
に
実
家
の
農
業
を
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
経
営
に
取
り
入
れ
、
低

コ
ス
ト
で

付
加
価
値
２
局
い
農
業
を
模
索
中
で
す
。

さ
ら
に
、
両
親

の
活
動
を
引
き
継

ぎ
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
を
対
象
に
し

た
田
植
え
な
ど
の
体
験
型
農
業
で
食
の

大
切
さ
を
教
え
た
り
、
講
演
で
食
育
の

大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
も
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
新
規

作
物
の
導
入
も
考
え
て
い
る
の
で
、
リ

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
し
て
収
入
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

エ
コ
狐

①両親と妻、子ども2人の6人家族
②トマト90τ 、ミニトマト45τ

~、

水稲40府、
WCS120τ~

①妻と子ども2人の4人家族
②レタス500声、水稲200τ 、

スイートコーン200万

▼|地域に愛される経営肥育までの一買経営
かたやま  なおひろ

片山 直広さん仰ア歳)

あかほし まもる

赤星 護さん僻4歳 )

①妻と子ども4人の6人家族
②繁殖牛230頭、肥育牛220頭、WCS13M、
イタリアン11銘、稲わら司O銘

２８
歳
で
脱
サ
ラ
し
て
、
黒
牛
繁
殖
経

営
を
３
頭
で
始
め
ま
し
た
。
成
績
優
秀

な
農
家
に
学
び
、
徐
々
に
増
頭
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
法
人
化

（④

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ア
ー
ム
）
し
て
、
現
在

は
肥
育
ま
で
の

一
貫
経
営
で
約
４
５
０

頭
の
牛
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
哺
乳
ロ
ボ

ッ
ト
や
分
娩

・
発

情
監
視
通
報
シ
ス
テ
ム
、
自
動
給
餌
機

や
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
作

業
を
機
械
化
。
人
は
人
に
し
か
で
き
な

い
牛
の
微
妙
な
体
調
変
化
の
観
察
な
ど

に
集
中
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

社
名
に
あ
る
よ
う
に
社
風
は

「常
に

チ
ヤ
レ
ン
ジ
す
る
」
こ
と
。
今
後
は
、

事
業
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｊ
Ａ
鹿
本
夢

大
地
館
で
牛
肉
を
販
売
し
地
産
地
消
に

取
り
組
み
、
障
が
い
の
あ
る
人
２
雇
用

も
行
い
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
経
営
を
目

指
し
ま
す
。

就
農
し
て
２５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
父

の
後
を
継
ご
う
と
、
高
校
卒
業
後
、
愛

知
県
の
農
家
で
酪
農
か
ら
肥
育
ま
で

一

貫
し
た
経
営
を

一
年
間
学
び
ま
し
た
。

研
修
当
時
の
我
家
は
酪
農
中
心
で
し

た
が
、
肥
育
を
始
め
た
い
気
持
ち
が
あ

っ
た
の
で
、
研
修
後
、
帰
郷
し
て
父
に

相
談
し
ま
し
た
。
父
は
了
承
し
て
く
れ

て
、
今
で
は
、
肥
育
ま
で
の
一
貫
経
営

を
行

っ
て
い
ま
す
。
餌
の
面
で
は
、
自

家
生
産
や
町
内
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
主
に
与
え

る
よ
う
に
し
て
、
な
る
べ
く
購
入
す
る

飼
料
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
や
夏
の

猛
暑
な
ど
で
、
厳
し
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
が
、
家
族
皆
で
乗
り
越
え
て
い
こ

う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
あ
る
資
源
や
環
境
を
生

か
し
て
、
楽
し
い
余
暇
の
あ
る
農
業
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

①両親、妻と子供3人のフ人家族
②搾乳牛25頭、育成牛10頭、肥育牛30頭
水稲250τ

~、 WCS60庸

玉名市合志市

宇城市代市
ｌ

、

１

′

山鹿市径,1冶田丁
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